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参 考 手 本

髙

木

聖

雨

先

生

日
暮
れ
て
蒼
山
遠
く

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。



― 4 ―

成

瀬

映

山

先

生

幽
禽
聲
自
ず
か
ら
楽
し

※
こ
れ
は
規
定
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参 考 手 本
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（８月 10 日締切）

条 幅 規 定

【
今
月
の
課
題
】

「�

丸
丸
柏
見
吐
子
效
鶴
疑
縮�

頸
還
靑
松
本
無
華
安
得
保
」

�

（
20
字
）

『
蜀し
ょ
く素そ

帖じ
ょ
う』

米べ
い
芾ふ
つ
（
宋
）

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

擬
古　

靑
松
勁
挺
姿　

凌
霄
恥
屈
盤　

種
種
出
枝
葉　

牽
連
上
松
端　

秋
芲
起
絳
烟　

旖
旎
雲
錦
殷　

不
羞
不
自
立　

舒
光
射
丸
丸　

柏
見
吐
子
效　

鶴
疑
縮
頸
還　

靑
松
本
無
華　

安
得
保
歲
寒　

　

擬ぎ

古こ

青せ
い

松し
ょ
う

勁け
い

挺て
い

の
姿す

が
た

凌り
ょ
う

霄し
ょ
う

屈く
つ

盤ば
ん

を
恥は

づ

種
々
に
枝し

葉よ
う

を
出い

だ
し

牽け
い

連れ
ん

し
て
松し

ょ
う

端た
ん

に
上の

ば

る

秋し
ゅ
う

花か

絳こ
う

烟え
ん

よ
り
起
こ
り

旖い

旎じ

と
し
て
雲う

ん

錦き
ん

殷さ
か

ん
な
り

羞は

じ
ず
自
立
せ
ざ
る
を

光
を
舒の

べ
て
射い

て
丸が

ん

々が
ん

た
り

柏
は
吐と

子し

の
效こ

う

を
見み

鶴
は
疑
い
て
頸く

び

を
縮ち

ぢ

め
て
還か

え

る

青
松
本も

と
華は

な

無
し

安い
ず
く

ん
ぞ
歲さ

い

寒か
ん

を
保た

も

つ
を
得え

ん
や

A部（準五段以上）
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条 幅 規 定

（８月 10 日締切）

『
蘭ら

ん

亭て
い

叙じ
ょ

』
王お

う

羲ぎ

之し

（
東
晋
）

【
今
月
の
課
題
】

「�

永
和
九
年
歳
在
癸
丑
暮
春�

之
初
會
于
會
稽
山
陰
」�

�

（
18
字
）

永
和
九
年　

歳
在
癸
丑　

暮
春
之
初　

會

于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭　

脩
禊
事

也　

羣
賢
畢
至　

少
長
咸
集　

此
地

有
崇
山
峻
領　

茂
林
脩
竹　

又
有
淸
流
激

湍　

暎
帶
左
右　

引
以
爲
流
觴
曲
水　

列
坐
其
次　

雖
無
絲
竹
管
弦
之

永
和
九
年
。
歳と
し

は
癸き

丑ち
ゅ
うに
在あ

り
。
暮
春
の

初
め
、
会か
い

稽け
い

山さ
ん

陰い
ん

の
蘭ら
ん

亭て
い

に
会
す
。
禊け
い

事じ

を
脩お
さ

む
る
な
り
。
群
賢
畢
こ
と
ご
とく
至
り
、
少
長

咸み

な
集
ま
る
。
此こ

の
地
崇す
う
ざ
ん山
峻し
ゅ
ん
れ
い領
、
茂も

林り
ん

脩し
ゅ
う

竹ち
く

有
り
、
又ま

た
清せ
い

流り
ゅ
う

激げ
き
た
ん湍
有
り

て
、
左
右
に
暎え
い
た
い帯
す
。
引
い
て
以も
っ

て
流り
ゅ
う

觴し
ょ
う

曲き
ょ
く

水す
い

を
為な

し
、
其
の
次じ

に
列
坐
す
。

絲し
　
ち
く竹
管か
ん

弦げ
ん

の
盛
無
し
と
雖い
へ
ど

も
、

〔
こ
の
課
題
を
同
月
の
条
幅
随
意
に
は
出
品
出
来
ま
せ
ん
〕

条
幅
の
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
は
Ａ
・
Ｂ
で
は
無
く
段
・
級
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

Ｂ部（四段以下）



―
7
―

半 紙 規 定 （一）
曹
全
碑
（
漢
・
作
者
不
詳
）

都
尉
祖
父
鳳

※
清
書
作
品
に
は
支
部
名
・
段
級
・
雅
号
を
必
ず
筆
で
記
入
し
て
下
さ
い
。

都
尉

3

3

た
り
祖
父

3

3

鳳3
ほ
う

は

半 紙 規 定 （二）
九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）

昔
以
祥
爲
懼

※
清
書
の
提
出
は
〔
初
段
以
上
〕
楷
書
か
隷
書

　
　
　
　
　
　
　

〔
一
級
以
下
〕
楷
書

往お
う

昔3
せ
き

に
聞
く
の
み
な
ら
ず
、
祥3

を
以3

て
懼3
お
そ

れ
と
為3

す
は
、

〔この課題を同月の半紙随意には出品出来ません〕

（８月 10 日締切）



― 8 ―― 9 ―

鈴

木

翡

恵

先

生

暁
發
柳
林
戍　

遙
城
聞
五
鼓　

憶
與
故
人
眠　

此
時
猶
晤
語

暁
に
柳
林
の
戍
を
発
し　

遙
城
五
鼓
を
聞
く　

憶
ふ
故
人
と
眠
り　

此
の
時
猶
ほ
晤
語
せ
し

条 幅 参 考 手 本

主

幹

菅

野

翠

濤

緑
水
明
秋
日　

南
湖
採
白
蘋　

荷
花
嬌
欲
語　

愁
殺
蕩
舟
人

緑
水
秋
日
明
ら
か
に　

南
湖
に
白
蘋
を
採
る　

荷
花
嬌
び
て
語
ら
ん
と
欲
す　

愁
殺
す
舟
を
蕩
か
す
人
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深　
　

 

い
帝  

　ゝ

萬　

多 

斜
と 

奈　

連　
　

 

本
と
度
き
す
多
日　
　
　
　

  

那　
　
　
　
　

乎　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

※
か
な
部
は
支
部
名
・
段
級
・
姓
号
を
鉛
筆
で
左
下
部
に
添
え
書
き
し
て
下
さ
い
。

（８月 10 日締切）

大

井

岳

陵

先

生

晴
天
黯
々
雪　

来
送
青
春
暮　

無
意
似
多
情　

千
家
万
家
去

晴
天
黯
黯
た
る
雪　

来
り
送
る
青
春
の
暮　

無
意
多
情
に
似
た
り　

千
家
万
家
に
去
る

条 幅 か な

浮

乗

清

郷

先

生

み
山や
ま

出い
で

て
ま
だ
里さ
と

馴な

れ
ぬ
郭ほ
と
と
ぎ
す公
旅た
び

の
空そ
ら

な
る
音ね

を
や
鳴な

く
ら
ん
（
修
理
大
夫
顕
季
）

条 幅 参 考 手 本

支
部
名　
　

段
級　
　

姓
号
（
鉛
筆
）



―
10
―

―
10
―

（８月 10 日締切）

半紙かな（初段以上）

浮

乗

清

郷

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

岩い
わ

た
た
く
谷た
に

の
水み
づ

の
み
お
と
づ
れ
て
夏な
つ

に
知し

ら
れ
ぬ
み
山や
ま

べ
の
里さ
と

（
前
参
議
教
長
）

　
　

  

多　

　ゝ

九　
　
　
　
　
　
　

農　

三　

於　
　
　

つ　

麗　

帝　
　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　

邉　
　

 

さ
と

半紙かな（１級以下）

小

林

素

水

先

生

※
ち
ら
し
文
字
変
換
は
自
由

雲う
ん

海か
い

や
鷹た
か

の
ま
ひ
ゐ
る
嶺み
ね

ひ
と
つ
（
水
原
秋
桜
子
）

　
　
　
　
　
　

た
可　
　

 

万　

日　

井　
　

 

み
年 

日

※支部名・級・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。 ※支部名・段・姓号を鉛筆で左下に添え書きして下さい。

支
部
名　
　
　

段　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）

支
部
名　
　
　

級　
　
　

姓　
　

号　
（
鉛
筆
）
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実 用 文

朝

平

霞

山

先

生

〈
書
風
任
意
〉

※準三段以上…行書を草書に変換は自由

（８月 10 日締切）
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細 字

高
須
翠
雲
書
「
五
體
昭
和
千
字
文
」
よ
り
P49

蜉ふ　

蝣ゆ
う　

う
す
ば
か
げ
ろ
う
。　
　
　

錯さ
く　

綜そ
う　

い
り
ま
じ
っ
て
か
ら
み
あ
う
。

豆づ　

蔓ま
ん　

豆
の
つ
る
。

※
一
級
〜
八
級
は
草
書
ま
で
。　

初
段
以
上
は
隷
書
ま
で
。　
　
　
　
　
　

※
名
前
は
楷
書
以
外
で
は
違
反
に
な
り
ま
す
。�

17
㎝
（
よ
こ
）
×
24
㎝
（
た
て
）

主

幹

菅

野

翠

濤

（８月 10 日締切）

支　

部　
　
　
　

  

段
級　
　
　
　

 

姓　
　
　

号

（
名
前
は
必
ず
楷
書
3

3

で
書
く
こ
と
）
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（８月 10 日締切）

3 行、行草書

青

柳

江

雲

先

生

…
窓
辺
…
漂
う
…
特
別
…
。

硬 筆（ 初 段 以 上 ）
2 行、楷書

田

邉

翠

鶴

先

生

硬 筆（ １ 級 以 下 ）

※本院定型用紙・たて半分に書く



― 14 ―― 15 ―

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中３用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中２用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

中１用

渡

邉

南

嶂

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

小６用

（８月 10 日締切）
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大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

  

前

小５用

大

越

三

宗

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　

名　
　
　

前

小４用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部　

 

名　
　

段
級　
　
　
　

 

名　
　
　

前

小３用

鈴

木

翡

恵

先

生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

小２用

（８月 10 日締切）
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鈴

木

翡

恵

先

生

小１・幼年用中１ 中２ 中３

中 1～中 3　　青　　柳　　江　　雲　　先　生

小１・幼年 小２ 小３

小 1～小 3　　鈴　　木　　蕙　　翠　　先　生

小４ 小５ 小６

小 4～小 6　　田　　邉　　翠　　鶴　　先　生

支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（８月 10 日締切）
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船

久

保

棠

苑

先

生

中学部かな課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

主

幹

菅

野

翠

濤

小学部小筆課題
支
部
名　
　
　
　

段
級　
　
　
　
　

名　
　
　

前

（８月 10 日締切）※半紙半分に書いて下さい。 ※半紙半分に書いて下さい。

小
一
毛
筆　

あ　

お

小
一
硬
筆　

か
え
る
の
が
っ
し
ょ
う
が
き
こ
え
て
き
ま
す
。

9 

月 

10 

日 

締 

切 

学 

生 

部 

課 

題 

予 

告

９ 

月 

10 

日 

締 

切 

課 

題 

予 

告

半
紙
か
な
（
初
段
以
上
）　
か
す
み
だ
に
や
ま
ぢ
に
し
ば
し
た
ち
と
ま
れ
す
ぎ
に
し
は
る
の
か
た
み
と
も
見
む
（
相
模
）

か
な
条
幅
規
定　

難
波
が
た
浦
よ
り
遠
に
な
く
鶴
の
よ
そ
に
き
ゝ
つ
ゝ
恋
や
わ
た
ら
む
（
源　

実
朝
） 

Ｂ
部
条
幅
規
定　

之
蘭
亭
脩
禊
事
也
羣
賢
畢
至
少
長
咸
集
此
地
有

Ａ
部
条
幅
規
定　

歲
寒
龜
鶴
年
壽
齊
羽
介
所
託
殊
種
種
是
靈
物
相
得
忘

半
紙
か
な
（
一
級
以
下
）　

鶯
に
清
滝
の
水
し
づ
か
な
り
（
井
上
士
朗
）

実
用
文　

�

流
れ
を
窮
め
山
ヽヽ
の
神
を
も
呼
ば
ひ
谷
ヽヽ
の
鬼
を
も
起
し
歌
人
の
魂
を
も
遠
く
返
し
つ
ゝ
清
し

き
声
を
う
ち
あ
げ
て
朽
ち
せ
ぬ
琴
を
か
き
鳴
ら
せ

一
般
硬
筆
（
初
段
以
上
）　�

夕
立
の
後
の
匂
い
が
、
地
面
に
立
ち
の
ぼ
る
。
一
瞬
の
リ
セ
ッ
ト
で
冷
え
た

空
気
に
包
ま
れ
て
街
が
少
し
落
ち
着
い
た
。

一
般
硬
筆
（
一
級
以
下
）　�

ひ
ら
が
な
に
は
全
て
に
字
源
が
あ
っ
て
、
外
形
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
ま
す
。

半
紙
規
定
（
初
段
以
上
）　

孝
廉
張
掖
属

半
紙
規
定
（
一
級
以
下
）　

實
取
驗
於
當

小
二
硬
筆　

か
ぜ
に
、
白
い
花
び
ら
が
ゆ
れ
て
い
ま
す
。

小
二
毛
筆　

プ
リ
ン

小
三
硬
筆　

木
か
げ
に
入
る
と
、
す
ず
し
い
風
が
ほ
お
を
な
で
る
。

小
三
毛
筆　

魚
つ
り

小
四
硬
筆　

大
空
を
鳥
の
よ
う
に
元
気
よ
く
、
と
び
回
り
た
い
。

小
四
毛
筆　

波
し
ぶ
き

小
五
硬
筆　

夜
に
鳴
く
虫
の
声
に
、
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

小
五
毛
筆　

実
り
の
秋

小
六
硬
筆　

日
曜
の
朝
、
食
事
を
作
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

小
六
毛
筆　

秋
風
の
音

中
一
硬
筆　

必
要
に
せ
ま
ら
れ
、
急
な
準
備
は
間
に
合
わ
な
い
。

中
一
毛
筆　

旅
の
思
い
出

中
二
硬
筆　

開
発
が
進
む
に
従
い
、
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い
く
。

中
二
毛
筆　

西
洋
の
学
問

中
三
硬
筆　

良
寛
は
、
禅
僧
、
歌
人
、
書
家
と
し
て
も
有
名
だ
。

中
三
毛
筆　

民
芸
品
の
店

中
学
部
か
な　

ふ
き
の
葉
に　

ぽ
ん
と
穴
あ
く　

暑
さ
か
な

小
学
部
小
筆　

夏
の
夜
に　

花
火
大
会



― 18 ―― 19 ―

　
　
令
和
８
年
後
期
昇
段
試
験
要
項

　
左
記
に
よ
り
令
和
８
年
後
期
昇
段
試
験
を
施
行
い
た
し
ま
す
。

＊
作
品
締
切
　
・
漢
字
　
仮
名
部
　
　
　
　
　
９
月
８
日
㈫

　
　
　
　
　
　
・
実
用
文
　
細
字
　
硬
筆
部
　
９
月
24
日
㈭

◎
漢
字
部
　
臨
書
課
題

◆
Ａ
部
　
六
段
・
五
段
に
応
試
（
用
紙
・
聯
落
¼
つ
ぎ
）

　
楷
　
書
　
魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記	

Ｐ
・
20
参
照

　
草
　
書
　
懐
素
・
自
叙
帖	

Ｐ
・
20
参
照

　
隷
　
書
　
乙
瑛
碑	

Ｐ
・
21
参
照

◆
Ｂ
部
　
四
段
・
三
段
に
応
試
（
用
紙
・
謙
慎
サ
イ
ズ
40
㎝
×
160
㎝
）

　
楷
　
書
　
美
人
董
氏
墓
誌
銘	

Ｐ
・
21
参
照

　
行
草
書
　
趙
孟
頫
・
前
後
赤
壁
賦	
Ｐ
・
22
参
照

　
隷
　
書
　
曹
全
碑	

Ｐ
・
22
参
照

◆
Ｃ
部
　
二
段
に
応
試
（
用
紙
・
半
切
）

　
楷
　
書
　
欧
陽
詢
・
九
成
宮
醴
泉
銘	

Ｐ
・
23
参
照

　
行
草
書
　
王
羲
之
・
集
字
聖
教
序	

Ｐ
・
23
参
照

　
隷
　
書
　
曹
全
碑	

Ｐ
・
24
参
照

◆
Ｄ
部
　
初
段
に
応
試
（
用
紙
・
半
切
）

　
楷
　
書
　
欧
陽
詢
・
九
成
宮
醴
泉
銘	

Ｐ
・
24
参
照

　
行
　
書
　
王
羲
之
・
蘭
亭
序	

Ｐ
・
25
参
照

　
※
級
か
ら
級
へ
の
受
験
者
は
Ｄ
部
に
応
試
の
こ
と
。

◎
か
な
部

◆
Ａ
部
　
六
段
・
五
段
に
応
試

イ
聯
落
¼
つ
ぎ
以
内
「
た
て
」
に
揮
毫

　
声
あ
げ
て
何
を
歌
は
む
枯
草
に
小
菊
す
こ
し
が
咲
き
ま
じ
る
山

ロ
全
懐
紙
「
た
て
」
に
揮
毫

　
木
の
葉
ち
る
時
雨
や
ま
が
ふ
わ
が
袖
に
も
ろ
き
涙
の
色
と
見
る
ま
で

ハ
古
典
臨
書
（
揮
毫
部
分
は
任
意
）

　「
小
島
切
」
を
半
紙
半
分
相
当
、「
た
て
」
に
書
く

◆
Ｂ
部
　
四
段
・
三
段
に
応
試

イ
聯
落
¼
つ
ぎ
以
内
「
た
て
」
に
揮
毫

　
こ
の
山
に
秋
た
ち
て
よ
り
あ
ら
く
さ
の
草
む
ら
な
か
に
蛍
ひ
か
り
ぬ

ロ
半
切
½
「
た
て
」
に
揮
毫

　
名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
夜
も
す
が
ら

ハ
古
典
臨
書
（
揮
毫
部
分
は
任
意
）

　「
関
戸
本
古
今
集
」
７
～
８
行
相
当
、「
た
て
」
に
書
く

　◆
Ｃ
部
　
二
段
・
初
段
に
応
試

イ
半
切
「
た
て
」
に
揮
毫

　
咲
き
そ
め
し
宿
し
か
は
れ
ば
菊
の
は
な
色
さ
へ
に
こ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
れ

ロ
古
典
臨
書
（
揮
毫
部
分
は
任
意
）

　「
高
野
切
第
一
種
」
を
４
～
５
行
相
当
、「
た
て
」
に
書
く

※
級
か
ら
級
へ
の
受
験
者
は
Ｃ
部
に
応
試
の
こ
と
。

出
品
の
際
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
必
ず
貼
付
の
事
。
貼
り
忘
れ
た
場
合
は
保
留
と
な
り
ま
す
。



― 18 ―― 19 ―

◎
実
用
文

　
半
紙
タ
テ
書
き
。
落
款
は
行
書
又
は
草
書

◆
Ａ
部
　
準
三
段
以
上
に
応
試

　�『
弘
法
筆
を
択
ば
ず
と
言
う
諺
で
知
ら
れ
る
空
海
は
、
遣
唐
使
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
仏
教
や

書
道
を
学
び
な
が
ら
筆
の
作
り
方
も
研
究
し
、
帰
国
し
て
嵯
峨
天
皇
に
献
上
し
て
い
ま
す
。』

◆
Ｂ
部
　
二
段
以
下
に
応
試

　�『
書
道
の
作
品
に
お
い
て
は
、
本
文
・
落
款
を
書
い
て
最
後
に
印
を
押
し
て
完
成
と
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、
印
は
非
常
に
大
切
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。』

◎
細
字
部

　
半
紙
横
書
き
。
落
款
は
楷
書
・
旧
漢
字
使
用
。

　�（
初
段
受
験
の
方
は
楷
行
草
の
三
体
、
準
二
段
以
上
受
験
の
方
は
楷
行
草
隷
の
四
体
を
揮
毫

し
て
下
さ
い
。）

　『
古
墨
軽
磨
満
几
香
　
硯
池
新
浴
照
人
光
』（
趙
孟
頫
詩
）

　（
古
墨
軽
磨
す
れ
ば
　
几
に
満
ち
て
香
し
く
　
硯
池
新
に
浴
し
人
を
照
し
て
光
る
）

※
級
か
ら
級
へ
の
受
験
者
は
草
書
ま
で
を
揮
毫
の
こ
と
。

◎
硬
筆
部

◆
Ａ
部
　
六
段
・
五
段
に
応
試

　
本
院
定
型
用
紙
に
楷
・
行
・
草
別
葉
に
揮
毫
の
こ
と
。（
書
風
は
自
由
・
落
款
は
各
体
に
書
く
。）

　�『
落
款
は
落
成
款
識
を
略
し
た
も
の
で
、
作
品
を
書
き
上
げ
て
最
後
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、

何
を
揮
毫
し
た
か
を
書
き
、
印
を
押
し
、
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
印
の
こ
と
は
、

落
款
印
と
い
い
ま
す
。』

◆
Ｂ
部
　
四
段
～
準
二
段
に
応
試

　
本
院
定
型
用
紙
に
楷
・
行
・
草
別
葉
に
揮
毫
の
こ
と
。（
書
風
は
自
由
・
落
款
は
各
体
に
書
く
。）

　�『
端
渓
硯
は
中
国
広
東
省
の
西
江
と
い
う
川
で
採
掘
さ
れ
、
此
の
地
を
端
州
と
言
っ
た
こ
と

か
ら
称
さ
れ
た
名
硯
で
す
。』

◆
Ｃ
部
　
初
段
に
応
試

　�

本
院
定
型
用
紙
タ
テ
半
分
に
、
楷
・
行
別
葉
に
揮
毫
の
こ
と
。（
書
風
は
自
由
・
落
款
は
各

体
に
書
く
。）

　�『
半
紙
に
は
漢
字
用
と
仮
名
用
が
あ
り
、
機
械
漉
き
と
手
漉
き
が
あ
り
ま
す
。』

※
級
か
ら
級
へ
の
受
験
者
は
Ｃ
部
に
応
試
の
こ
と
。

※
合
格
者
に
は
合
格
証
を
発
行
し
ま
す
。

※�

手
本
希
望
の
方
は
手
本
代
と
返
送
用
封
筒
（
切
手
添
付
）
を
同
封
し
て
直
接
希
望
の

師
範
へ
依
頼
し
て
下
さ
い
。（
手
本
の
税
の
有
無
確
認
し
て
下
さ
い
。）

※�

揮
毫
し
た
師
範
は
一
回
限
り
無
料
添
削
の
義
務
あ
る
も
の
と
し
、
二
回
以
上
添
削
希

望
の
者
は
そ
の
師
範
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

※�

漢
字
作
品
出
品
の
際
、
提
出
作
品
を
、
楷
・
行
草
・
隷
の
順
に
重
ね
、
一
番
上
の
作

品
の
左
下
に
鉛
筆
で
支
部
名
・
現
在
の
段
級
・
姓
号
を
記
入
し
て
下
さ
い
。（
仮
名

作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
鉛
筆
で
記
入
）

※
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
に
も
現
在
の
段
級
を
記
入
し
、
一
枚
だ
け
貼
り
付
け
て
下
さ
い
。

出
品
の
際
、
バ
ー
コ
ー
ド
を
必
ず
貼
付
の
事
。
貼
り
忘
れ
た
場
合
は
保
留
と
な
り
ま
す
。
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後期昇段試験課題（六段・五段）

楷
書　

魏
霊
蔵
薛
法
紹
造
像
記
（
北
魏
・
作
者
不
詳
）�

中
国
法
書
選
20　

Ｐ
39
～
40

魏
靈
藏
河
東
薛
法
紹
二
人
等
乖
豪
光
東
照
之
資
闕
兜
率
翅
頭
之
益
敢
磬
家
財
造
石
像
一
（
33
字
）�

聯
落
¼
継
に
揮
毫

草
書　

自
叙
帖
（
唐
・
懐
素
）�

中
国
法
書
選
43　

Ｐ
２
～
３

懐
素
家
長
沙
幼
而
事
佛
經
禪
之
暇
頗
好
筆
翰
然
恨
未
能
遠
覩
前
人
之
奇
迹
所
見
甚
淺
遂
擔
（
33
字
）�

聯
落
¼
継
に
揮
毫



― 20 ―― 21 ―

後期昇段試験課題

（六段・五段）

隷
書　

乙
瑛
碑
（
後
漢
・
作
者
不
詳
）�

中
国
法
書
選
４　

Ｐ
40
～
42

若
重
規
□矩
乙
君
察
擧
守
宅
除
吏
孔
子
十
九
世
□孫
□麟
廉
請
置
百
石
卒
史
一
人
鮑
君
造
作
百
石
吏
舍
（
33
字
）�

聯
落
¼
継
に
揮
毫

（四段・三段）

楷
書　

美
人
董
氏
墓
誌
銘
（
隋
・
作
者
不
詳
）�

中
国
法
書
選
26　

Ｐ
40

美
人
姓
董
汴
州
恤
冝
縣
人
也
祖
佛
子
齊
涼
州
刺
史
敦
仁
（
21
字
）�

謙
慎
サ
イ
ズ
に
揮
毫



― 22 ―― 23 ―

行
草
書　

前
後
赤
壁
賦
（
元
・
趙
孟
頫
）�

中
国
法
書
選
49　

Ｐ
21

徘
徊
於
斗
牛
之
閒
白
露
橫
江
水
光
接
天
縦
一
葦
之
所
如
（
21
字
）�

謙
慎
サ
イ
ズ
に
揮
毫

隷
書　

曹
全
碑
（
後
漢
・
作
者
不
詳
）�

中
国
法
書
選
８　

Ｐ
６

巴
郡

忍
令
張
掖
居
延
都
尉
曾
祖
父
述
孝
廉
謁
者
金
城
（
21
字
）�

謙
慎
サ
イ
ズ
に
揮
毫

後期昇段試験課題（四段・三段）



― 22 ―― 23 ―

楷
書　

九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）�

中
国
法
書
選
31　

Ｐ
36

上
善
降
祥
上
智
斯
悅
流
謙
潤
下
潺
湲
皎
潔

（
17
字
）�

半
切
に
揮
毫

行
草
書　

集
字
聖
教
序
（
東
晋
・
王
羲
之
）�

中
国
法
書
選
16　

Ｐ
24

炬
之
光
火
宅
之
朝
降
法
雨
之
澤
於
是
百
川
異
流
同
（
19
字
）�

半
切
に
揮
毫

後期昇段試験課題（二段）



― 24 ―― 25 ―

後期昇段試験課題

隷
書　

曹
全
碑
（
後
漢
・
作
者
不
詳
）�

中
国
法
書
選
８　

Ｐ
８

北
地
大
守
父
琫
少
貫
名
州
郡
不
幸
早
世
是
以
位
（
18
字
）�

半
切
に
揮
毫

（二　段）

楷
書　

九
成
宮
醴
泉
銘
（
唐
・
欧
陽
詢
）�

中
国
法
書
選
31　

Ｐ
５

九
成
之
宮
此
則
隨
之
仁
壽
宮
也
冠
山
抗
殿
（
16
字
）�

半
切
に
揮
毫

（初　段）



― 24 ―― 25 ―

行
書　

蘭
亭
序
（
東
晋
・
王
羲
之
）�

中
国
法
書
選
15　

Ｐ
14

永
和
九
年

在
癸
丑
暮
春
之
初
會
于
會
稽
山
陰
（
18
字
）�

半
切
に
揮
毫

後期昇段試験課題（初段）

◎昇段試験　受験料

六～準五段
受験

四～準三段
受験

二～準二段
受験

初段
受験

漢　字 4950円 4400円 3850円 3300円

か　な 4950円 4400円 3850円 3300円

実用文 3850円 3300円 2750円 2200円

細　字 3850円 3300円 2750円 2200円

硬　筆 3850円 3300円 2750円 2200円

（税　込）

◎昇段試験　手本代（参考価格）

六～準五段
受験

四～準三段
受験

二～準二段
受験

初段
受験

漢　字
（１書体）

5000円 3500円 2500円 2000円

か　な
（１セット）

8500円 7500円 6000円 6000円

実用文 2000円 2000円 1500円 1500円

細　字 2500円 2500円 2500円 2000円

硬　筆
（１セット）

7000円 6000円 6000円 3000円

（税　別）




